
発生件数  １７，３６８件（ －１，１０５件） 

死 者 数       ８５人（      －６人） 

負傷者数  ２２，０１６人（ －１，５９０人） 

飲酒事故      ９６件（      ±０件） 

【発生件数】 

 〇 発生件数は１７，３６８件（－１，１０５件）で約１割減少 

○ 高齢者関連事故は６，０２９件（－３９４件）で約１割減少 

○ １当高齢運転者の交通事故は４，３７５件（－１２８件）で微減 

○ 歩行者関連事故は２，０９９件（－２０３件）で約１割減少 

○ こども関連事故は６２１件（－３４件）で約１割減少 

【死者数】 

 ○ 死者数は、８５人（－６人）で約１割減少 

○ 福岡地区が３８人（＋３人）で最多 

○ 高齢者の死者数は４９人（－２人）で全死者数の約６割を占め、うち７５歳以上 

（後期高齢者）が３３人（－３人）と高齢者の約７割を占める 

〇 １当高齢運転者による死者数は２１人（－６人）で約２割減少 

〇 歩行中死者数は３８人（－２人）で全死者数の約４割を占める 

【飲酒運転事故関係】 

 〇 発生件数は９６件（±０件）と横ばい 

○ 飲酒死亡事故は３件（＋１件）と増加 

○ 筑豊地区が１２件（＋１１件）と増加 

○ 福岡市での発生が２６件（＋４件）と増加 

○ 北九州市での発生が２３件（－７件）と減少 

○ 酒酔いが５件（＋２件）、基準以下が９件（＋７件）と増加 

○ 死者数は３人（＋１人）と増加 

○ ６～８時が１８件（＋５件）と最多 

【自転車関連事故】 

○ 自転車関連事故は２，６８９件（－１８６件）で約１割減少 

○ 福岡地区が１，６８７件（－１１４件）で約６割を占める 

  ○ 交差点が１，７５５件（－１５０件）で約６割を占める 

  ○ 高校生が４２１件（－４８件）で約２割を占める 

  ○ 飲酒運転の自転車（第１当事者・第２当事者）の事故は１１件（＋６件）と増加 

注１（ ）の数値は、前年比 

注２ 飲酒運転事故は、一般原付以上の運転者（第１当事者）が飲酒していた交通事故 


